
微地絡間欠弧光地絡検出機能 Vo検出 瞬低検出 

整定項目 零相電流 零相電圧 零相電流 零相電圧継続時間 線間電圧 継続時間

10~100A
（ピーク値）

5~60V
（ピーク値）

10~500mA
（実効値）

5~60V
（実効値）5~60s

60~90V
（実効値）

50~
5,000ms

各回線個別 各回線個別 バンク共通バンク共通 バンク共通 バンク共通整定単位 

警報
出力

注意

不良

バンク共通

[注意]設定検出頻度以上～
[不良]設定検出頻度未満

（1~7回/1~7日）

1回検出
または

警報出力なし

1回検出
または

警報出力なし

零相電流[注意]整定値以上～
[不良]整定値未満　かつ　
設定検出頻度以上（1~7回/1~7日）

[不良]設定検出頻度以上
（1~7回/1~7日）

いずれかの回線における
零相電流が整定値以上
かつ 当該バンクの零相電圧が
整定値以上で検出

いずれかの回線における
零相電流が整定値以上 
かつ その継続時間が整定値以上
かつ 地絡相判定により検出

いずれかのバンクにおける
線間電圧が整定値以下
かつ その継続時間が整定値
以上で検出

いずれかの
バンクにおける
零相電圧が
整定値以上で検出

零相電流[不良]整定値以上
（1回検出） ー ー

検出条件

検出整定範囲

検出機能（整定項目および範囲）

電流検出ユニット
電圧検出ユニット専用ZCT機器名称 監視ユニット

中央ユニット

〇専用ZCTは分割形ですので、既設設備への設置が容易です。　〇キュービクル内にユニットを設置できない場合は、ユニット収納盤をご用意しています。　
※DC100V、AC100V用電源もご用意しています。

動作電源 不要 DC24V（※）

重　　量 4kg 1.8kg 0.5kg

最大消費電力 − 40VA 24VA

監視ユニット最大10台（10バンク）まで接続可能
中央ユニット：1台／1システム

電流検出ユニット最大10台接続可能
別バンク取付の電流検出ユニットとの混在不可

監視ユニット：1台／1バンク

（主回路ケーブル２条の場合、1台／１条）
1台／1フィーダ 電流検出ユニット：1台／ZCT2台

電圧検出ユニット：1台／1バンク
必要員数

外形寸法
（mm）

構成機器
IMS
絶縁監視装置

高圧受変電設備用

- Insulation Monitoring Systems -

●IMSは、株式会社日立アイイーシステムの登録商標です。
●本カタログに記載の内容は、予告なく変更することがありますのでご了承ください

株式会社 日立アイイーシステム
〒���-����  愛知県稲沢市幸町���番地の�（本社・工場）
Tel: 0587-21-2111 
https://www.hitachi-ie.jp

2026.03HIE-112

Printed in Japan

会社概要 製品情報

●商品のご用命は下記まで安全に関するご注意

●本装置の設置には、設備を停電したうえでの工事
作業が必要となります。

●ご使用前に、安全に関する注意事項や性能に対する
制限事項など、「取扱説明書」をお読みください。

43

204

260

φ112 67.2

262

220

122

41

93

このようなことでお 悩 み のお 客 様 にお す すめです。

回路数が多く
点検に時間・
費用がかかる

生産優先で
点検のための

停電が
とりにくい

設備が古くなり
次の定期点検

までもつか
心配

点検後の
絶縁状況が
判らず不安

台風などによる
ケーブルや

機器の外傷は
ないか
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導入の有効性
検出現象

受変電設備の主回路ケーブルおよび電気機器は、
劣化が進むと地絡事故に至る可能性が大きくなります。

絶縁監視装置［IMS］（活線常時監視）の特徴

24時間常時監視実施周期・
タイミング

3.3kV、6.6kV適用電圧

各回線ZCTから零相電流、
EVTから零相電圧を取り込み劣化現象を判定

監視方法
測定方法

絶縁劣化現象（間欠弧光地絡・微地絡）監視現象
測定項目

絶縁劣化現象検出時の詳細波形表示
（各回線の零相電流、零相電圧 等）結果表示

各回線の零相電流、零相電圧トレンドグラフ

●常時監視することで、零相電流と零相電圧の
　瞬間的な変化を捉え、橋絡水トリー起因の
　「間欠弧光地絡」を検出可能。
●測定用の電圧を印加する必要がないため、
　系統にストレスを与えない。

長所

●「間欠弧光地絡」および「微地絡」検出時の
　零相電流値と、絶縁抵抗値との直接的な
　相関関係なし。

活線劣化診断（直流重畳方式）の特徴

1回／日、1回／週、1回／月

3.3kV、6.6kV

EVT中性点から直流電圧を重畳し、
ケーブル接地線からの直流電流より絶縁抵抗値を算出

ケーブル絶縁体の絶縁抵抗、
ケーブルシースの絶縁抵抗、系統絶縁抵抗 等

絶縁抵抗値（日、週、月、年報）

各ケーブルの絶縁抵抗値

●絶縁抵抗値は、直流漏れ電流試験（精密試験）との
　ある程度の相関関係あり。
●絶縁抵抗値の変化により
　ケーブルの余寿命推定が可能。

●測定のタイミングによっては、絶縁抵抗値に偏りが
　出る可能性がある。
●系統へ直流電圧を重畳するために
　EVT一次中性点の改造が必要。

短所

主
な
特
徴

設備の信頼性を向上させたい 長期間安心して使用したい

24時間連続※して零相電流、零相電圧を監視することにより、
地絡事故に至る前に絶縁劣化現象を検出します。

※トレンドグラフ機能不使用時

IMS導入の有効性

■絶縁劣化進展とIMS検出範囲
地絡保護リレーが動作する前に零相電流の微少な変化を検出します。

整定範囲：零相電流10～100Apeak
間欠弧光地絡　検出範囲

整定範囲：零相電流10～500mA
継続時間：5～60s

微地絡　検出範囲

200mA

10Apeak

100Apeak
零相電流

10mA
※2

継続時間0.1ms 10ms 1s 5s

※1

（非接地系標準整定値：200mA,1s）
地絡保護リレー動作範囲

間
欠
弧
光
地
絡

劣化進展
　（零相電流増加)

微地絡

劣化進展
（検出頻度上昇)

微地絡 最小検出時間･･･
微地絡は一旦発生すると継続
し、また、CB投入時のインラッ
シュ電流等による誤検出を防ぐ
目的から、最小検出時間は5s
とした。
微地絡 最小検出電流･･･
ノイズによる誤検出を防ぐ目的
から、最小検出電流は10mAと
した。

※1

※2

IMSの特徴 −活線劣化診断（直流重畳方式）との違いについて−IMSの特徴 −活線劣化診断（直流重畳方式）との違いについて−

■受変電設備の地絡事故原因と発生現象

■IMS検出現象：絶縁劣化現象

電気学会技術報告 第752号
「絶縁材料の劣化と機器・ケーブルの絶縁劣化判定の実態」による

受変電設備の地絡事故件数…約250件/年

ケーブルや電気機器等の絶縁部が、汚
損、湿潤により経年劣化が進み、絶縁
抵抗が徐々に低下することで発生する
漏電現象。傾向管理することで劣化状
況を把握。

微 地 絡
水トリー以外による絶縁劣化

布設環境と経年劣化により高圧ケー
ブルに発生した水トリーが伸展するこ
とにより、瞬間的に発生するパルス状
の地絡現象。常時監視することにより
検出可能。

間欠弧光地絡
水トリーによる絶縁劣化

ケーブル80％

ケーブル以外
20％

機械的要因
（外傷等）

電気的要因熱的要因
化学的要因
生物的要因

ほとんど全てが
水トリーによる絶縁劣化

6.6kV地中配電線事故の原因別内訳

間欠弧光地絡発生時
零相電流波形

大きさ
数10A～
数100A

継続時間
数ms

間欠弧光地絡 原理図（高圧CVケーブル断面視）

絶縁抵抗　低下・地絡発生
（地絡電流によりジュール熱発生）

ケーブル絶縁体　水トリー発生

水トリー橋絡（貫通）

水トリー内部　水分蒸発

絶縁抵抗 復帰

ケーブル接続部や電気機器の絶縁部
塵埃汚損・塩害吸湿してイオン化

表面の導電性が高くなる
絶縁抵抗　低下

漏れ電流発生・増加
部分放電発生（炭化経路形成）

絶縁抵抗　低下

トラッキング発生

パルス波形

持続性漏電

地絡電流により
水分蒸発橋絡

水トリー 水

導体
内部半導電層
絶縁体
外部半導電層
遮へい層シース

微地絡発生時　零相電流波形

大きさ（実効値）
数�0mA～数100mA

間
欠
弧
光
地
絡

微 

地 

絡

数ms以下の
瞬間的な地絡現象

徐々に零相電流が
大きくなる

間欠弧光
地絡

微地絡

スイッチギヤでのトラッキングによる火災（例）

絶縁支持板

絶縁母線

トラッキング
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受変電設備（1バンク分）
キュービクル（配電盤）

IMS

絶縁劣化検出および
システム異常を
接点出力

計器用
変圧器

（EVT）

専用
ZCT

専用
ZCT

専用
ZCT

専用
ZCT

電圧検出
ユニット

監視
ユニット

中央
ユニット

スイッチングHUB

イーサネット 距
離
に
よ
っ
て
は

L
A
N
ケ
ー
ブ
ル
で
も

問
題
あ
り
ま
せ
ん
︒

他バンクより

事務所

スイッチング
HUB

電流検出
ユニットｎ

電流検出
ユニット1

ユニット収納盤

IMS受変電設備（1バンク分）
キュービクル（配電盤）

絶縁劣化検出および
システム異常を
接点出力

計器用
変圧器

（EVT）

専用
ZCT

専用
ZCT

専用
ZCT

専用
ZCT

監視
ユニット

スイッチングHUB

他バンクへ

LAN
ケーブル

電圧検出
ユニット

電流検出
ユニット1

電流検出
ユニットｎ

中央
ユニット

専
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

社内ネットワーク
に接 続されてい
る別のPC（B）か
らでも接 続 可 能
です。（ 2 重 のリ
モートデスクトッ
プ接続）

お客様
社内ネット

ワーク

※中央ユニットには専用ソフト以外のソフトはインストールできません。

社内ネットワークに接続す
る場合には、中央ユニット
に直接接続するPC（A）以
降でネットワークを切り分
けることを推奨します。※

事務所

汎用ＰＣA

汎用ＰＣB

リモート
デスクトップ接続リモート

デスクトップ接続

絶縁劣化現象（間欠弧光地絡、
微地絡）およびVo検出、瞬低を
検出すると下記一覧に表示され
ます。
保存した電流、電圧をグラフ表
示することができ、各現象の状
況を波形により確認することが
できます。

各検出現象に対する閾値を設定
することができます。また、警報
出力条件を検出頻度で設定でき
ます。

IMSの検出機能には、「間欠弧光地絡」、「微地絡」の他、「Vo検出」および「瞬低検出」があります。詳細
は裏表紙の整定項目（整定項目および範囲）を参照ください。

キュービクル内実装 ユニット収納盤

システム構成
表示操作項目

キュービクル内に実装する場合のシステム構成例です。
（２段積みキュービクルを想定しています。）

キュービクル内にユニットを実装するスペースが無い場合、
収納盤をご用意しています。

●1つの検出結果ごとに、線間電圧(3相
or1相)、零相電圧、零相電流（全回線）
の波形データ（300ms間）を取得、保
存

●1,024件の検出結果（波形データ）を
保存可能（1,024件以上になると古い
データから自動消去）

●絶縁劣化の進行度合が細かく把握でき、更
新・メンテナンス時期の判断材料のひとつ
として用いることで、信頼性向上と合理化

（コスト削減）が図れます。

※画面仕様等、予告なく変更する可能性がありますのでご了承願います。

グラフ表示画面

点検・更新の指針として（案）

不良警報 整定値
地絡保護リレー整定値×50％

地絡保護リレー整定値

注意警報 整定値
地絡保護リレー整定値×25％

メンテナンス計画 リプレース計画 経過時間

零相電流 トリップ⇒停電発生

検出結果一覧

波形表示

横方向と
縦方向に

拡大・縮小可能

表示波形を
CSVデータ化

可能

トレンドグラフを
CSVデータ化可能

全回線の零相電流を
3回線まで同時表示可能

全回線の零相電流を
3回線まで同時表示可能

選択して波形表示

間欠弧光地絡画面

整定値調整
1

画面

検出結果一覧・
波形表示

2

画面

トレンドグラフ
表示

3

各回線の零相電流（微地絡検出
レベル）および零相電圧を1時間
ごとに測定し、そのトレンドをグ
ラフ表示します。

IMSシステム構成

専用
ZCT

監視
ユニット

中央
ユニット

電流
検出

ユニット

電流
検出

ユニット

電流
検出

ユニット

電流
検出

ユニット

電圧
検出

ユニット
電圧
検出

ユニット

監視
ユニット

スイッチングHUBスイッチングHUB

特高受電

警報接点出力（絶縁劣化検出・システム異常）

変圧器
77kV等/6.6kV or 3.3kV

同左

※2

※1
EVT

※1

同右

VT

高圧受電の場合、
EVT⇒VTのため
一部機能制限があります。

※3

監視室

受変電設備

高圧受電 IMS イーサネット 検出範囲

IMS表示操作項目IMS表示操作項目

IMSシステム構成例IMSシステム構成例

1バンクの最大監視フィーダ数は、20
フィーダです。
主回路ケーブルの太さ、本数によって
は、専用ZCT（φ112）を設置できないこ
とがあります。この場合、シースアースの
み貫通することになり、監視範囲がケー
ブルのみになります。
主回路ケーブルが二条化されている場
合でも監視可能です。

※1

※2

※3
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検出事例

水トリー
劣化を検出

1

絶縁耐力低下を検出

自家発電機の回線にて微地絡電流増加を検出。
お客様が自家発電機回りを調査したところ、汚損がひどく、
これにより絶縁耐力が低下していたことが考えられたた
め、清掃を実施。その後、微地絡電流が減少したことを確認
できた。

保安規程の変更

お客様が、本装置設置を条件に、経済産業局へ保安規程
の変更※（設備の1年毎点検→隔年毎）を申請。本件、認可
され、設備点検コストの低減に大きく貢献、お客様に評価
いただけた。
※IMS設置を条件に絶縁抵抗測定に対する規定を変更し

た。

検出事例
導入効果

※波形表示画面は旧システムのものです。

検出事例

地絡事故
波形の収集

2

敷地内にてショベルカー掘削作業中、
誤って埋設ケーブルを掘り起こし、
地絡事故が発生した。
その際の地絡事故波形を
本装置が間欠弧光地絡として
検出した。

各
回
線
の
零
相
電
流

零相電圧波形表示：
190Vrms

完全一相地絡

F1-1回線のケーブルで
地絡事故が発生したことが

わかる

各
回
線
の
零
相
電
流

　零相電圧に
大きなふらつきあり

　この回線にて
間欠弧光地絡発生

　他回線では、
逆向きの電流が

流れたことが分かる

瞬間的に
71Apの

零相電流
発生

IMS検出事例

その他の導入効果その他の導入効果

特定の回線にて間欠弧光地絡を検出。
お客様とともに当該回線のケーブル布設ルートを調査したところ、水没箇所を発見。マンホールからポンプで水をくみ上
げたところ、しばらくして間欠弧光地絡の検出は無くなったが、橋絡水トリーが発生していると判断し、次の定期停電時に
ケーブルを更新した。

検出事例

施工不良を検出
4

受電時に異常波形を捉え、
高圧ケーブルのシースアース線の配線方法に不備を発見。
改修後、異常波形収束。

零
相

電
流F1

検出事例

小動物接触を
検出

3

F21の高圧盤内にヘビ接触の形跡あり。
短時間の地絡であったため、トリップせず。

各
回
線
の
零
相
電
流

F24

F23

F22

F21

F21回線のみ位相が異なる。⇒地絡と判断
（他回線の零相電流波形は上下反対向き）
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